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機能水関連カレンダー  

ifia/HFE JAPAN 2026   2026年 5月 27～29日（水～金） 東京ビッグサイト西ホール（東京） 

第 34回日本臨床環境医学会学術集会 2026年 6月 27・28日（土・日）  東海大学伊勢原キャンパス（神奈川） 

生物安全実践講習会第 8回 B コース 2026年 8月 26・27日（水・木）  ニプロ iMEP（滋賀県草津市） 

第 53回日本防菌防黴学会年次大会 2026年 9月 8・9日（火・水）  きゅりあん（品川区立総合区民会館） 

日本機能水学会第 24回学術大会 2026年 11月 7・8日（土・日）  京都鉄道博物館（京都市） 

＜報告＞  第 31回日本医療・環境オゾン学会総会学術大会 

 2026（令和 8）年 4月 19日（日）東京渋谷の長井記念館において開催され、約 40名が参加し学術講演と総会が行

われた（正会員 243名、企業会員 39社）。 

学術講演では、特別講演 2 題、総説講演 1 題、一般発表 9 題が行われた（医療・環境オゾン研究 33：No.1 参照）。 

総会では、事業報告・事業計画と決算予算について審議されたが、上村晉一会長が総会冒頭の挨拶の中で「長年に

わたり本学会に多大な貢献をされてこられた神力就子先生（オゾン療法研究所/(有)オゾノサンジャパン代表取締役）」

に対して特別の謝意をサプライズ発言として述べられたことが印象的であった。   （堀田記） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 

 
大会場での神力先生 
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＜お知らせ＞    ifia JAPAN 2026 

食品化学新聞社の主催で、2026年 5月 27～29日（水～金）、東京ビッグサイト西ホールで開催される。 

例年通り、（一財）機能水研究振興財団と（一社）日本電解水協会は協力して出展・講演を企画実施する。 

 展示ブース： 2M11 

また、5月 27日（水）13:10～15:10に西 1ホールにて次亜塩素酸水に関する以下の講演が行われる。 

セッション： 次亜塩素酸水（電解水）の近未来展望 

講演テーマ： 食品業界における次亜塩素酸水（電解水）の利用／効果とその評価 

13：10～13：40  基調講演： 次亜塩素酸水の近未来展望 

(一財)機能水研究振興財団 堀田國元 理事長 

13：40～14：10 講演１： 食物アレルゲン除去における各種次亜塩素酸水への期待 

愛知文教女子短期大学 渡辺香織 教授 

14：10～14：30 講演 2： ノロウイルス食中毒ゼロに向けた電解水の使用条件設定アイデア 

～ノロウイルス不活化試験キットの紹介～” 

（株）プロテックス 須賀新太郎 氏 

14：30～14：50  講演 3： ヒスタミンの迅速検査 

キッコーマンバイオケミファ（株） 橋本康平 氏 

14:50～15：10 講演 4： アレルゲン管理を見える化できる！簡易検査キットの紹介 

（株）森永生科学研究所 菅村茉莉佳 氏 

 

 

第 53回日本防菌防黴学会年次大会 

https://www.pharma-com.jp/jp/events/event/saaaj53-j 

会期： 2026年 9月 8日（火）～9日（水） 

会場： きゅりあん（品川区立総合区民会館：品川区東大井 5-18-1）、JR京浜東北線大井町駅すぐ 

大会委員長・副委員長： 岩澤 篤郎 先生（東京医療保健大学）・中村 圭祐 先生（東北大学） 

参加申込： 事前なし、大会当日受付。 

防菌・防黴・抗ウイルスを共通テーマに、食品、医療、環境、材料、建築、衛生管理など幅広い分野の 

研究者・技術者が集う学際的な年次大会 

講演会

https://www.pharma-com.jp/jp/events/event/saaaj53-j
https://www.saaaj.jp/conference/
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6月 27日ランチョンセミナー 

「高純度次亜塩素酸水が拓く科学的・技術的・応用的新地平」 機能水研究振興財団 堀田国元 
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日本機能水学会第 24回学術大会 

※第 28回日本口腔機能水学会との合同開催 

  大会長：高木弘隆先生（公財）ルイ・パストゥール医学研究センター 

会期；  2026年 11月 7・8日（土・日） 

会場： 京都鉄道博物館（JR嵯峨野線「梅小路京都西駅」徒歩 2分、「京都駅」20分 

最新情報は、日本機能水学会 HPにて随時更新 

 

 

ATP・迅速検査研究会出版物 

 

 
   https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSdg0CzsTmKNFbpmfTluOBULEjSTaqnsh4aNf4WvcvyhbG XBTQ/viewform 

 

 

 

 

 

訃報： 初澤明博 三遠南信水機能活用研究会初代会長 

 
水の機能を学び、地域の新産業創出につなげようという考えのもと 2015 年 8 月に発足した三遠南信水機能活用研究会

の初代会長を務められた初澤明博氏が令和 8 年 2 月 25 日に満 82 歳の生涯を閉じられました。ここに謹んで哀悼の意

を捧げます。研究会発足に続き 10 月に浜松で開催された日本機能水学会第 14 回学術大会では、鈴木鐵也大会長（高

校同期）を全面的にバックアップし、学術セッションに加えて企画された、一般市民に開かれた「市民公開講座」と「水の

ふしぎ展」の企画の大成功に多大な貢献をされました。その後も、日本機能水学会や機能水研究振興財団と連携しつつ

研究会活動をリードされました。4月 24日には㈱ハマネツ主催のお別れの会が開かれ、献花して参りました。 （堀田記） 

 

 


